
◇シングルスカル スタート応援セール！ 
大勢で漕ぐことが楽しいボートですが、シングルスカルでマイペースに漕ぐのも楽しみ方の一つです。

今回、“これだけあればスカルに挑戦できる”という３点セット（艇・オール・ウマ）をご用意しました。

分割艇なので、乗用車の長さとほぼ同じになり運搬も楽々。自宅の車庫など小さなスペースでも保管が

可能です。限定 30 セットです。ぜひこの機会にスカルデビューを！ 

◎分割シングル・スタート３点セット 特別価格 30 万円（税込・運搬料別） ※限定 30 セット 

［セット内容］ ①分割艇シングルスカル 1 艇（A2 Club Trainer/ｶﾞﾗｽ繊維･ｶｰﾎﾞﾝ補強） 

 ②スカルオール 1 セット(WinTech ｵｰﾙ･Standard) ③艇置台 3 個(鉄ﾊﾟｲﾌﾟ式･小) 

◇NK COXBOX スピーカーケーブルが変わりました 
NK COXBOX 用のスピーカーケーブルがより使いやすく改良されました。これまでは 4+用・8+用がそれぞれ 1 本のケーブルでし

たが、新しいケーブルは 3 種類のパーツを組み合わせて使用します。新しいケーブルの利点としては、3 つのパーツを揃えて

おくことで 4+と 8+のどちらでも使用できること、断線した場合に断線した部分だけ購入ができることなどが挙げられます。 

パーツの種類は以下とおりです。今後の発送は、在庫が無くなり次第順次、新しいものに変更となる予定です。 
 
 ＜パーツ名称と必要本数＞ ※この他に COXVOX 本体とスピーカーを接続する【A】があります。 4+用 8+用 

【A+】COXBOX 本体、レートセンサー、スピーカーを接続  1 本 1 本 

【R】 レートセンサー部  1 本 1 本 

【M】 追加スピーカーと接続 
 

0 本 1 本 

◇全日本ジュニア KUWANO艇で活躍！ 
6 月 12～14 日にかけて熊本県・班蛇口湖で全日本ジュニア選手権が開催され、男女 78 名の中からそれぞれ上位 5 名が今年の

U19 日本代表に選ばれました。今年度の大会では、半数以上のクルーに KUWANO 艇を使っていただき、男子においては 1、2、3

位すべてが KUWANO という大変嬉しい結果となりました。今回も会場には当社スタッフが常駐し、メンテ・サポートを担当しま

した。パーツや小さな修理のご要望を多数頂戴し、現地でのサポートの必要性を再認識することができました。今後、さらに

お役に立てるよう、体制を整えていきたいと思います。残念ながら、他社製ボートパーツについては、当社のパーツと互換性

がないものがほとんどです。大会へ参加される際は事前にご準備して行かれることをお勧めします。 

≪全日本ジュニア レンタル艇中古販売のお知らせ≫ 今大会で使用したレンタル艇を安価で販売します。 

例年、人気がありすぐに売切れとなります。ご希望の方はお早めにご連絡ください。（いずれもシングルスカル） 

 ● A1 男子仕様：1 艇、女子仕様：2 艇 ¥682,500（税込） 

 ● A2 International 男子仕様(LW）：3 艇、男子仕様（MW）：1 艇、女子仕様：2 艇 ¥441,000 (税込) 

 ● WinTech Medalist 女子仕様：1 艇 ¥630,000 (税込)  ※艇輸送費別途 

◇ODYSSEYのギアレールは目盛付き 
6 月 13･14 日、諏訪湖では全日本マスターズ選手権が開催され、オーストラリアのチーム含めた大

勢のオアズマンの交流の場となりました。会場では日ボが進める「新型レク艇開発」の実験艇とと

もに、桑野の ODYSSEY を並べて展示させていただきました。ODYSSEY 標準のギアレールは山が下向

き（▼▼▼）で目安となる目盛も付いているため、ストレッチャーを動かしやすいと好評でした。 
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BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

当社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

インターハイや国体開催日までそんな先のことではない頃になっ

てきました。選手達は地区予選に備えてトレーニング中なのでし

ょうが、ハードを受け持つ桑野もボートの製造やコース・大会施

設の最後の準備に追われています。予算がどんどん減らされてい

く条件に叶うよう、次々に新しい提案をしてきました。判定台と

カメラ塔の合体や簡易桟橋開発、廉価なボートコース設置等です。

昔に比べれば 30％程度の費用です。儲からなくてもこれが本来の

姿と考えて工夫を続けて行きます。【古川】 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
プロの仕事に徹する   

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める   

＊スピードアップ  
総ての仕事に納期を設定する 


